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●今月の主な内容
まちのデータ（2011.12.1 現在）
人　口　　80,978（− 3 9）
　男　　　40,161（− 2 8）
　女　　　40,817（− 1 1）
世帯数　　32,704（＋ 1 4）
　（　）内は前月との比較

表紙写真：本庄市マスコット「はにぽん」が書き初めに初
挑戦しました。初めてだったので、いろいろな言葉を書い
てみました。「書き初めは、楽しいよ。みんなもおうちで
やってみてね！」今年もみんなを笑顔にするためにがんば
るよ！応援よろしくね！

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

● 年頭のごあいさつ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２
● 第７次・第８次住居表示整備事業スタート‥‥‥‥‥‥‥‥ ３
● 税の申告その前に‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６
● （特別）児童扶養手当・子ども手当をご存じですか？‥‥‥ ９
● 学校の臨時職員を募集します‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11

書き初めに初挑戦！

あけましておめでとう！
今年もいろいろなイベン
トに出かけるから見かけ
たら声をかけてね！
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
24
年
の
新
春
を
ご

健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市

政
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
温
か
い

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
地
震
や
津
波
、
台
風

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
の
脅
威
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
や
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
問
題
は
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
９
月
に
上
陸
し
た
台
風

12
号
で
は
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、

本
市
で
も
全
市
に
避
難
準
備
情
報
、

平
沢
地
区
に
避
難
勧
告
を
発
令
す
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
は
本
市

に
と
っ
て
明
る
い
話
題
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

　
「
本
庄
拠
点
地
域
映
画
『
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
爺
Ｍ
Ｅ
Ｎ
』
劇
場
公
開
、
全
国
各

地
で
上
映
」。

　
「
は
に
ぽ
ん
で
ま
ち
お
こ
し
（
は

に
わ
de
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
・
グ
ッ
ズ
の
作
成
、
は

に
ぽ
ん
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入

な
ど
）」。

　
「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
『
ス
ポ
レ

ク
・
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
』
開
催
、

大
盛
況
」。

　
「
市
民
手
づ
く
り
の
『
親
の
学
習

手
引
書
・
親
子
手
帳
』
作
成
」
な
ど
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

お
こ
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
で
展

開
さ
れ
て
い
る
「
本
庄
早
稲
田
の
杜

づ
く
り
」
で
は
、
北
関
東
に
開
け
た

拠
点
と
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
新

た
な
顔
と
し
て
の
ま
ち
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
建
設
が

進
む
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
業
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
㈱
カ
イ
ン
ズ
本
社
も
今
年

秋
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
権
者
の
皆
様
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
大
型
商
業
施
設

や
優
良
企
業
を
誘
致
し
、
さ
ら
に
は
、

エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
を
共
に
進
め
る
早

稲
田
大
学
も
大
き
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
本
市
は
未
来
に
向
け

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。
一
方

で
、
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化

の
な
か
で
、
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
の
増

大
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
ま

た
、
既
成
市
街
地
や
、
農
村
、
山
村

な
ど
、
市
全
体
の
土
地
活
用
、
都
市

政
策
な
ど
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

私
は
、
右
肩
上
が
り
で
は
な
い
こ
の

時
代
に
あ
っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
な
エ
コ
タ
ウ
ン
本
庄
、
環
境

共
生
都
市
を
目
指
し
、
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
本
市
の
将
来
像
「
あ
な
た
が
活い

か

す
、
み
ん
な
で
育
む
、
安
全
と
安
心

の
ま
ち
本
庄
～
世
の
た
め
、
後
の
た

め
～
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
我
が
郷
土
に
魅
力
と
誇
り

を
持
ち
、
活
力
と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
元

気
に
活
動
で
き
ま
す
よ
う
、
私
も
ま

ち
づ
く
り
に
魂
を
込
め
て
、
市
行
政

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
市
民
の
皆
様
の
、
よ
り

一
層
の
お
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本庄市長



3 平成24年１月１日号

《
第
８
次
住
居
表
示
整
備
事
業
実

施
区
域
》
は
…

●
本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画

　
整
理
事
業
実
施
区
域
と
北
堀
の

　
一
部
（
下
図
参
照
）

・
両
区
域
と
も
現
在
実
施
し
て
い

る
区
画
整
理
事
業
の
完
成
に
あ
わ

せ
、
そ
の
少
し
前
に
新
た
な
住
居

表
示
を
実
施
し
ま
す
。

事
業
実
施
の
状
況
に
つ
い
て

　
事
業
は
、
実
施
区
域
の
自
治
会

長
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組
織
さ

れ
る
住
居
表
示
整
備
審
議
会
で
審

議
を
進
め
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を

取
り
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８

　
市
で
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
２
つ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

完
成
に
あ
わ
せ
て
住
居
表
示
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

　
住
居
表
示
を
実
施
す
る
前
の
住

所
は
、
土
地
の
地
番
を
「
番
地
」

と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。

　
「
番
地
」
は
、
年
月
の
経
過
と

と
も
に
宅
地
造
成
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
ふ
ぞ
ろ
い
に
な
り
、
枝
番

や
欠
番
、
飛
び
地
が
生
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
住
所
が
わ
か
り
に
く

く
目
的
地
が
見
つ
か
ら
な
い
、
郵

便
物
が
届
か
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
住
居
表
示
は
、
こ
の
よ
う
な
不

便
を
解
消
す
る
た
め
に
、
建
物
に

住
居
番
号
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
住
所
を
わ
か
り
や
す
く
す
る

制
度
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
町
割
り

や
町
名
な
ど
も
見
直
し
ま
す
。

　
事
業
の
実
施
区
域

《
第
７
次
住
居
表
示
整
備
事
業
実

施
区
域
》
は
…

●
児
玉
南
土
地
区
画
整
理
事
業
実 

　
施
区
域
（
下
図
参
照
）

本庄市
全体図

第７次住居表示

児玉町金屋

児玉町金屋

児玉町児玉

児玉町長沖

北 堀

北 堀

栗 崎

東富田

東富田

西富田

第８次住居表示

住居表示を実施すると…
〈実施前の住所例〉

本庄市■
旧町

■
名

　○
番　　　地
○○番地　○

枝番

➡
《実施後の住所例》

本庄市■
新　　町　　名
■○丁目　○

街区符号
番　○

住居番号
号

住
所
が
わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
！

第
７
次
・
第
８
次
住
居
表
示

　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業
ス
タ
ー
ト

▲第８次住居表示整備事業地域

▲第７次住居表示整備事業地域
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★財政課☎�１１６５
　平成22年度に完成した市発注の建設工事において、特に優秀な成績で完成し、他の模範と認められる請負
事業者とその技術者に対し、表彰を行いました。

【受賞者】
○土木工事部門
請負事業者　株式会社関口組　　
技術者　小池　修　氏
工事名　公共下水道汚水枝線築造工事
　　　　（本庄22―２工区）

○その他工事部門
請負事業者　田中設備株式会社　
技術者　田中　啓之　氏
工事名　上水道配水管布設21―５号工事
　　　　（新都心地内）

　
11
月
14
日
、
埼
玉
県
は
知
事
表

彰
と
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
の
受
賞
者
を

発
表
し
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
８

人
の
み
な
さ
ん
と
２
団
体
が
受
賞

し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

［
地
方
自
治
功
労
］

　
［
交
通
安
全
功
労
］

［
警
察
功
労
］

［
保
健
衛
生
功
労
］

［
産
業
功
労
］

［
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

る
活
動
］

［
郷
土
を
知
り
、
郷
土
を
想
う

活
動
］

○
知
事
表
彰

知
事
表
彰
・
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
を
受
賞

○
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

平成23年度優秀工事表彰

故 小澤 順三 氏
（本庄３丁目）

平野 克幸 氏
（牧　西）

根岸 孝雄 氏
（児玉町秋山）

服部 浩一 氏
（東台４丁目）

逸見 嘉正 氏
（駅南２丁目）

阪上 たつ子 氏
（朝日町３丁目）

丸橋 舜 氏
（本庄４丁目） 若草会　栄グループ 元小山川を愛する会台町

平成23年度本庄市優秀請負業者及び優秀技術者表彰式（11月24日)



１月８日㈰ 小 林 ク リ ニ ッ ク 朝日町２丁目 ☎�３３７１

１月９日㈷ 恵 南 ク リ ニ ッ ク 見 福 ２ 丁 目 ☎�０００８

１月15日㈰ したら眼科クリニック 上里町金久保 ☎�８３３３

１月22日㈰ 本庄皮膚科形成外科医院 銀 座 ３ 丁 目 ☎�３２３３

１月29日㈰ 児 玉 清 水 ク リ ニ ッ ク 児 玉 町 児 玉 ☎�７５４３

２月５日㈰ 関 口 外 科 医 院 上里町神保原町 ☎�８２０８

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　(本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、確認
　してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご利用ください。県内であれば、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～11時
・日曜日､祝日､年末年始 午前９時～
　午後11時

★ 119 番は、緊急時（火災や
けが人など）の受付専用電話
番号です。夜間など、時間外
に診療可能な病院については、
児玉郡市広域消防本部指令課
（☎� 1119）でご案内していま
すので、ご利用ください。ただし、
診療科目によっては、県外や児玉
郡市以外の病院をご案内する場合
もあります。

休 日 急 患 の 診 療

5 平成24年１月１日号

　
平
成
23
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会
が
、

11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
22
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
26
件

と
、
第
３
回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
さ
れ

た
平
成
22
年
度
決
算
認
定
関
係
議
案
11
件

を
含
む
計
37
件
が
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議

案
が
原
案
ど
お
り
認
定
・
同
意
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
市
長
提
出
議
案
の
主
な
内
容
は
、
児
玉

第
三
金
屋
集
会
所
を
廃
止
す
る
た
め
の

「
本
庄
市
立
集
会
所
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、
子

ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
を
引
き
上

げ
る
「
本
庄
市
子
ど
も
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、
児

玉
南
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
及
び
本
庄

早
稲
田
駅
周
辺
区
域
に
お
い
て
第
７
次
・

第
８
次
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
「
住
居
表
示
を
実
施
す
べ
き
市
街

地
の
区
域
及
び
当
該
区
域
内
の
住
居
表
示

の
方
法
に
つ
い
て
」、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ

れ
16
億
６
、
４
３
８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
２
７
１
億
２
、１
０
４
万
５
千
円
と

す
る
「
平
成
23
年
度
本
庄
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）」、
人
事
案
件
と
し
て

「
本
庄
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」、「
本
庄
市
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
な
ど
で
す
。

平
成
23
年
市
議
会
第
４
回
定
例
会

　
　
固
定
資
産
評
価
審
査

　
　
　
　
　
委
員
会
委
員
に
各
氏

　
　
教
育
委
員
会
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
和
喜
氏 井田 一二 氏

（沼和田）
白川 多壽子 氏

（沼和田）
堀越 久夫 氏

（児玉町宮内）
鈴木 和喜 氏

（児玉町八幡山）
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楽しいイ
ベント盛りだくさん！

　
市
で
は
、
２
月
13
日
㈪
か
ら
３
月
15
日

㈭
ま
で
『
平
成
24
年
度
市
民
税
県
民
税
申

告
』
と
『
平
成
23
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
』
（
還
付
申
告
な
ど
の
簡
易
な
申
告
の

み
）
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
日
程
表
（
左
ペ
ー
ジ
）
と
よ
く
あ
る
お

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
申
告
が
必
要
な
人
は
、
期
限
内
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
相
談
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い　
　

　

２
月
13
日
㈪
か
ら
２
月
18
日
㈯
ま
で
は
、

児
玉
総
合
支
所
で
の
申
告
相
談
と
な
り
ま

す
。
市
役
所
で
の
申
告
相
談
は
、
２
月
20

日
㈪
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
程
表
を

ご
確
認
の
う
え
、
会
場
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
へ　
　

　
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告

書
は
、
１
月
４
日
㈬
か
ら
本
庄
税
務
署
に

提
出
又
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
告
期
間
中
は
会
場
が
非
常
に
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
還
付
申
告
を
す
る
人
は
早

め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
還
付
申
告
説
明
会
（
下
記
）
及
び
税
理

士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
（
８
ペ
ー
ジ
）

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
】

Q
収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
申
告
は
必
要

　
で
す
か
？

A
収
入
や
所
得
が
な
く
て
も
次
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
人
は
、
市
民
税
・
県
民

　
税
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
16
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と

　
そ
の
世
帯
主

◦
介
護
保
険
加
入
者

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

◦
市
営
・
県
営
住
宅
入
居
者

◦
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
な
人

Q
申
告
で
は
、
ど
の
よ
う
な
書
類
が
必
要

　
で
す
か
？

A
次
の
書
類
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
源
泉
徴
収
票
等
の
収
入
の
証
明
と
な
る

　
も
の
（
事
業
所
得
者
は
収
支
内
訳
書
等
、

　
利
子
や
配
当
が
あ
る
人
は
支
払
調
書
）

③
雑
損
、
医
療
費
、
社
会
保
険
料
、
生
命

　
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、
寄
附
金
の
控

　
除
を
受
け
る
人
は
、
領
収
書
又
は
証
明

　
書
等

※
国
民
年
金
保
険
料
を
控
除
に
と
る
人
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

④
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害
者

　
手
帳
な
ど

所得税の還付申告説明会のお知らせ
◎平成23年分の所得税の還付申告（医療費控除）説明会を開催
　本庄税務署、本庄市、美里町、神川町、上里町、税理士会本庄支部の共同開催で実施します。
　説明を聞きながらご自分で確定申告書を作成し、その会場で提出することができます。
日時・会場

日　程 時　間 会　場

２月２日㈭ 午前10時から２時間程度（受付開始：午前９時30分）
※説明会開始後の入場はできません。

中央公民館　　

２月３日㈮ 上里町役場４階

※来年は、還付申告説明会を開催いたしません。
対象　給与所得者で年末調整が済んでおり、その給与以外に所得がなく医療費控除を受ける人（説明
　に従って、自分で計算・記入していきます｡）
用意
・平成23年分給与所得の源泉徴収票の原本（源泉徴収税額がないと還付金が発生しません。）
・医療費の領収書（事前に「医療費の明細」をご記入のうえ、お持ちください。）
・保険金などで補塡された金額の分かるもの
・印鑑、計算機、筆記用具、のり
・還付金の振込口座の分かるもの（メモ等）
※還付金の振込口座は、申告者本人名義の口座に限ります。
＊お問い合わせは下記へ
★本庄税務署個人課税部門☎�２１１１（自動音声案内）

税
の
申
告
そ
の
前
に

　
　

〜
申
告
の
日
程
が
変
更
に
な
り
ま
す
！
〜　

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
３



申告日程表（受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜４時）

月 日 曜日 地　　　　区 会場

２
月

13 月 第一金屋、第二金屋、第三金屋、長沖
総
合
支
所
大
会
議
室

14 火 宮内、飯倉、田端、保木野、塩谷、高柳

15 水 秋山、風洞、西小平、東小平

16 木 長浜町、鍛治町、上町、下町

17 金 仲町、新町、連雀町、本町、本泉全域

18 土 市内全域（市民税・県民税申告優先）

20 月 南、前原、緑、栗崎

市
役
所
６
階
大
会
議
室

21 火 東台、住居表示外（照若町・本町・台町・諏訪町）

22 水 日の出

23 木 朝日町、五十子、東富田、今井

24 金 四季の里、北堀、西五十子、東五十子、四方田

27 月 寿、けや木

28 火 傍示堂、鵜森、堀田、滝瀬、宮戸、小和瀬

29 水 牧西、仁手、下仁手、久々宇、田中、上仁手

３
月

１ 木 沼和田、山王堂、杉山、新井、三友、都島、万年寺

２ 金 千代田、見福

４ 日 市内全域（市民税・県民税申告優先）

５ 月 中央、本庄

６ 火 若泉、銀座

７ 水 吉田林、上真下、下真下、共栄（全域)、高関

８ 木 西富田、蛭川、下浅見、入浅見

９ 金 小島

12 月 栄

13 火 小島南、下野堂

14 水 柏、駅南

15 木 市内全域（市民税・県民税申告優先）

7 平成24年１月１日号

Q
確
定
申
告
を
し
て
、
所
得
税
が
非
課
税

　
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
税
・
県
民
税

　
は
課
税
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
で
す
か
？

A
所
得
税
と
市
民
税
・
県
民
税
で
は
、
控

　
除
の
金
額
や
課
税
の
計
算
方
法
が
異
な

　
る
た
め
、
同
じ
所
得
金
額
で
も
、
所
得

　
税
は
非
課
税
で
、
市
民
税
・
県
民
税
は

　
課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

　
た
め
、
確
定
申
告
を
す
る
際
に
は
、
社

　
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、

　
障
害
者
控
除
、
寡
婦
（
夫
）
控
除
、
扶

　
養
控
除
な
ど
を
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

　
だ
さ
い
。

Q
営
業
収
入
等
の
収
支
内
訳
書
は
市
で
作

　
成
し
て
も
ら
え
ま
す
か
？

A
作
成
は
し
ま
せ
ん
。
営
業
収
入
、
農
業

　
収
入
、
不
動
産
収
入
等
の
あ
る
人
は
、

　
申
告
の
前
に
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て

　
く
だ
さ
い
。
収
支
内
訳
書
が
作
成
さ
れ

　
て
い
な
い
と
、
申
告
を
受
け
付
け
る
こ

　
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

Q
医
療
費
控
除
を
受
け
た
い
の
で
す
が
必

　
要
な
書
類
は
何
で
す
か
？
市
で
作
成
し

　
て
も
ら
え
ま
す
か
？

A
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
と
「
医
療

　

費
の
明
細
書
」（
※
１
）
が
必
要
で
す
。

　
事
前
に
診
療
を
受
け
た
人
ご
と
・
医
療

　
機
関
ご
と
の
明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ

　
さ
い
。
収
支
内
訳
書
と
同
様
に
、
市
で

　
は
計
算
や
明
細
書
の
作
成
は
行
い
ま
せ

　
ん
。
な
お
、
健
康
保
険
、
生
命
保
険
の

　
制
度
等
か
ら
の
補
塡
金
分
は
、
医
療
費

　
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
１
「
医
療
費
の
明
細
書
」
は
、
税
務
署
、

課
税
課（
市
役
所
１
階
）、市
民
福
祉
課（
総

合
支
所
１
階)

の
窓
口
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有

す
る
人
の
所
得
税
の
確
定
申
告
不

要
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公
的

年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
に
つ

い
て
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な
り

ま
し
た
。

※
該
当
す
る
人
で
あ
っ
て
も
、住
民
税（
市

民
税
・
県
民
税
）
の
申
告
は
必
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
本
庄
税
務
署
☎
�
２
１
１
１
（
自
動
音

　
声
案
内
）
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東日本大震災により被害を受けられた人へ
　大震災により住宅や家財などに被害を受けた人は、①「所得税法」に定める雑損控除の方法、②「災害
減免法」に定める税金の軽減免除による方法のどちらか有利な方法で、所得税の全部又は一部を軽減する
ことができます。
　詳しくは、制度の内容や計算方法を説明したリーフレット等を送付しますので、税務署へご連絡くださ
い。
　なお窓口で相談したい場合は、手続きに必要な書類などの説明もございますので、事前に電話でご連絡
ください。（津波等により必要な書類が流失した場合でも手続可能です。）
★本庄税務署個人課税部門☎�２１１１（自動音声案内）

税理士による無料税務相談をご利用ください
　下記の税理士事務所では、申告相談及び申告書の作成を無料で行います。
　相談を希望する人は、各税理士事務所に電話連絡のうえ、相談日時及び必要書類等をご確認してから
ご利用ください。
対象　年収600万円以下の給与所得者で医療費控除や住宅借入金等特別控除などの申告をする人、年金
　受給者で確定申告が必要な人

無料税務相談（相談時間：午前９時30分～午後４時）
日程 税理士名 電話 事務所所在地 日程 税理士名 電話 事務所所在地

２月１日㈬

角谷　高之 �5370 駅南

２月８日㈬

岩堀　忠雄 �1678 朝日町

根岸　孝明 �9269 栗崎 田村　加代子 �8859 上里町

松本　悦子 �1965 若泉 塚本　富雄 �0684 美里町

２月２日㈭

坂本　未知夫 �3179 けや木

２月９日㈭

木村　睦子 �1120 けや木

塚本　雅俊 �4910 上里町 菅沼　年男 �1031 児玉町下浅見

山田　米雄 �6361 上里町 目時　悟 �8859 上里町

２月３日㈮

須永　秀和 �4867 前原

２月10日㈮

池田　敦司 �7901 西富田

永沼　和男 �6745 見福 髙栁　信夫 �7978 四季の里

宮田　昌代 �2764 上里町 多賀谷　実 �7871 見福

２月４日㈯

岩堀　薫 �1678 朝日町 松本　純一 �0315 上里町

根岸　精一 �2235 五十子

２月13日㈪

浅見　秀子 �0679 西富田

藤井　桂一 �3625 見福 西尾　裕之 �6672 上里町

松本　和弘 �0315 上里町 松本　健 �5614 本庄

２月６日㈪

小暮　眞一郎 �2141 上里町 三澤　力男 �7988 朝日町

櫻場　秀夫 �3438 前原
２月14日㈫

青木　貴子 �3491 南

野沢　一雄 �2696 上里町 黒澤　祥一 �2277 千代田

真々田　豊 �4529 東台

２月15日㈬

柴﨑　厚 �0606 栄

２月７日㈫

石田　九洲男 �6857 本庄 田中　圭二 �3733 栗崎

黒澤　彰忠 �2277 千代田 山下　政信 �1317 児玉町吉田林

三沢　俊之 �2800 朝日町
★関東信越税理士会本庄支部☎�６２５４



9 平成24年１月１日号

★☆子ども手当の申請はお済みですか☆★
　平成23年10月から、子ども手当制度の変更に伴い、今まで手当を受けていた人も申請が必要となっています。
平成23年10月１日に受給資格がある人でまだ申請をしていない人は、早めに手続きを済ませてください。申請
期日は３月30日㈮までです。期日を過ぎると10月分からの受給はできなくなりますのでご注意ください。

　次代の社会を担う児童の家庭を経済的に支援することを目的とした福祉制度があります。申請し認定されると、
申請した月の翌月分からが支給の対象となります。また、各手当は重複して受給することもできます。
　該当する人は、子育て支援課（市役所１階）又は市民福祉課（総合支所１階）で早めの手続きをお願いします。

特別児童扶養手当 児童扶養手当 子ども手当

内
容

精神又は身体に障害がある子ど
もを育てている人に手当を支給
する制度

父又は母と生計を同じくしない
子どもを育てている人に手当を
支給する制度

次代の社会を担う子どもの健や
かな育ちを社会全体で応援する
ために、手当を支給する制度

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

精神又は身体に一定の障害があ
る20歳未満の子どもを育ててい
る人
※子どもが障害による公的年金
を受け取ることができる場合又
は施設などに入所している場合
は受けられません。

離婚・未婚・死別などの理由によ
り､父又は母と生計を同じくしな
い子どもを育てている人、父又は
母に一定の障害があり子どもを育
てている人
※公的年金を受け取ることがで
きる場合又は子どもが施設など
に入所している場合は受けられ
ません。

中学校修了前（15歳になる日以
後の最初の３月31日まで）の子
どもを育てている人で、家計を
支えている人
※公務員の人は、職場での申請
となります。

一定以上の所得があるときは受けられません。 所得制限はありません。

月　
額

●重度障害の子ども１人につき
月額50,550円

●中度障害の子ども１人につき
月額33,670円

●子ども１人の場合　
月額9,810円～41,550円

　（所得に応じた支給停止・減額
　措置あり）
●２人の場合

5,000円加算
●３人以上の場合

１人につき3,000円加算

●３歳未満の子ども１人につき
　月額15,000円

●３歳以上小学校終了前
・第１･２子１人につき

月額10,000円
・第３子以降１人につき

月額15,000円
●中学生１人につき

月額10,000円
※第○子とは、18歳未満の子ど
もの順番です。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
で
家
庭
を
離
れ
て
生

活
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
子
ど
も

が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
子
ど
も
た

ち
を
家
庭
で
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
に
「
里
親
制

度
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
里
親
入
門
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
養
育
経
験
が
あ
る
里
親
か
ら
話

を
聞
い
て
み
る
な
ど
、
い
っ
し
ょ

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１
月
29
日
㈰　
午
後
１
時

　
30
分
～

会
場　
熊
谷
児
童
相
談
所

内
容

・
里
親
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

・
里
親
体
験
談
の
発
表

・
み
ん
な
で
意
見
交
換

主
催　
熊
谷
児
童
相
談
所
、
埼
玉

　
県
里
親
会
熊
谷
支
部

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　
左
記
へ

★
熊
谷
児
童
相
談
所
☎
０
４
８
―

　
５
２
１
―
４
１
５
２

「
里
親
入
門
講
座
」

　
　
　
　
　
を
開
催

…子育て家庭を支援する制度…
（特別）児童扶養手当・
子ども手当をご存じですか？
★子育て支援課☎�１１３０、市民福祉課☎�１３３１（内線３１６）市民カメラマン仁科和十さん撮影



◆新入学児童入学説明会日程◆
学校名 実施日 受付時間

本庄東小 ２月９日㈭ 午後１時50分～２時10分
本庄西小 ２月１日㈬ 午後１時～１時15分
藤田小 ２月３日㈮ 午後１時30分～１時55分
仁手小 ２月２日㈭ 午後１時45分～１時55分
旭小 ２月２日㈭ 午後１時30分～２時
北泉小 ２月３日㈮ 午後１時30分～１時40分
本庄南小 ２月１日㈬ 午後１時30分～１時50分
中央小 ２月１日㈬ 午後１時20分～１時45分
児玉小 ２月９日㈭ 午後１時～１時20分
金屋小 ２月17日㈮ 午後２時～２時15分
秋平小 ２月１日㈬ 午後１時30分～１時45分
共和小 ２月17日㈮ 午後１時30分～１時50分
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今
年
４
月
に
市
内
各
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
（
平
成
17
年
４
月

２
日
～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
保
護
者
を
対
象
に
入
学
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

用
意　
上
履
き
、
履
物
を
入
れ
る

　
袋
、
筆
記
用
具

※
入
学
説
明
会
に
は
保
護
者
の
み

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
入
学
通
知
書
を
送
付

　
対
象
児
童
の
い
る
ご
家
庭
に
は

「
入
学
通
知
書
」
を
１
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す
。

　
通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
詳
細

に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

★
学
校
教
育
課
☎
�
１
１
４
９

　
市
で
は
、
合
併
前
の
本
庄
市
及

び
児
玉
町
の
区
域
ご
と
に
地
域
審

議
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区

域
内
の
新
市
建
設
計
画
の
執
行
状

況
な
ど
に
関
し
て
市
長
の
諮
問
に

応
じ
、
審
議
す
る
地
域
審
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
任
期
満
了
に

伴
い
新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
在
住
又
は
在
勤

　
の
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
員

・
本
庄
地
域
審
議
会　
５
人

・
児
玉
地
域
審
議
会　
５
人

任
期　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
氏
名
・

　
性
別
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
職

　
業
、
自
宅
と
勤
務
先
の
住
所
及

　
び
電
話
番
号
を
記
入
し
「
合
併

　
後
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

　
に
１
、
２
０
０
文
字
以
内
に
ま

　
と
め
次
の
応
募
先
へ
提
出

※
応
募
用
紙
は
、自
治
防
災
課（
市

役
所
３
階
）・
総
務
課
（
総
合
支

所
２
階)

で
配
布
、
ま
た
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

（
任
意
の
用
紙
で
の
応
募
も
可
能

で
す
。）

　
市
で
は
、
介
護
保
険
に
関
す
る

調
査
や
審
議
を
す
る
た
め
に
、
介

護
保
険
運
営
協
議
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
に
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

協
議
会
を
構
成
す
る
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
選
考
方
法

は
、
書
類
審
査
と
し
、
結
果
は
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
資
格　
本
庄
市
介
護
保
険
の

　
被
保
険
者

応
募
人
数　

・
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

　

１
人

・
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
～
64

　
歳
） 

１
人

任
期　
平
成
24
年
２
月
22
日
～
平

　
成
27
年
２
月
21
日
（
３
年
間
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、「
介
護
保
険
運

　

営
協
議
会
委
員
へ
の
応
募
理
由
」

応
募
先

○
郵
便

　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
自
治
防
災
課

○
電
子
メ
ー
ル

　

jitibousai@
city.honjo.lg.jp

○
持
参

・
自
治
防
災
課
（
市
役
所
３
階
）

・
総
務
課
（
総
合
支
所
２
階
）

応
募
締
切　
２
月
３
日
㈮
必
着

選
考
方
法　
書
類
選
考

※
結
果
は
、
本
人
宛
て
に
通
知
し

ま
す
。

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８
、

　
総
務
課
☎
�
１
３
３
１
（
内
線

　

２
１
２
）

を
テ
ー
マ
と
し
た
８
０
０
字
以
内

の
論
文
を
添
え
て
、
左
記
へ
持
参

又
は
郵
送

応
募
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３　
本

　
庄
市
役
所
介
護
い
き
が
い
課

応
募
期
間　
１
月
10
日
㈫
～
27
日

　
㈮
（
必
着
）

※
応
募
用
紙
を
含
む
公
募
要
領
は
、

介
護
い
き
が
い
課
、
市
民
福
祉
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
７
１

　

９

本
庄
・
児
玉
地
域

　
　
　
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

本
庄
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
　
　
　
委
員
を
募
集
し
ま
す

新
入
学
児
童
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
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【さわやか相談員】
応募要件　学校教育に理解があり、子どもの悩み相談
　や教育活動への支援をする65歳未満の人
募集人数　数人　勤務場所　市立中学校さわやか相談
　室など
仕事内容　①児童生徒との相談・援助に関すること②
　いじめ・不登校などの対応に関すること他
勤務条件　①勤務時間　１日５時間、年間220日以内
　（校長が指定）②賃金　１日5,000円③任期　４月
　１日～９月30日（更新１回あり）④労災保険あり、
　社会保険(健康保険・厚生年金)なし、雇用保険あり
【ふれあいボランティア】
応募要件　学校教育に理解があり、子どもの悩み相談
　や教育活動への支援をする65歳未満の人
募集人数　30～35人程度　勤務場所　市立小・中学校
　（教育委員会が指定）
仕事内容　①学校での学習補助②学校での生活補助③
　発達障害児童生徒への支援④児童生徒への相談活動
　他
勤務条件　①勤務時間　１日４時間、年間150日以内
　（校長が指定）②賃金　１日3,100円③任期　４月
　１日～９月30日（更新１回あり）④労災保険あり、
　社会保険（健康保険・厚生年金）・雇用保険なし
〈教育支援センター（ふれあい教室）〉
【１．教育支援センター指導員】
勤務条件　①勤務時間　１日６時間（午前９時～午後
　３時45分)、年間233日以内（教育委員会が指定）
　 ② 賃 金 １ 日8,400円 ③ 任 期 　 ４ 月 １ 日 ～ ９ 月30日
　（更新１回あり）④労災保険・社会保険（健康保険、
　厚生年金)・ 雇用保険あり
【２．教育支援センター準指導員】
勤務条件　①勤務時間　１日５時間（午前10時～午後
　３時45分)、年間191日以内（教育委員会が指定）
　②賃金　１日5,750円③任期　４月１日～９月30日
　（更新１回あり）④労災保険あり、社会保険（健康
　保険・厚生年金）なし、雇用保険あり
《１．２共通項目》
応募要件　教員免許状を有し、学校教育に理解があり、
　ふれあい教室に通級する児童生徒を支援・指導し、
　一緒にスポーツ・レクリエーション活動をする65歳
　未満の人
募集人数　各１人
仕事内容　①悩みなどの相談・援助に関すること②学
　習指導・相談に関すること③スポーツ・レクリエー
　ション活動の指導に関すること④その他不登校など
　の対応に関すること
勤務場所　教育支援センター［ふれあい教室（旧勤労
　会館２階）］

【特別支援学級補助員】
応募要件　小学校又は中学校の教員免許状を有し、学
　校教育に理解があり、特別支援学級に在籍する児童
　生徒の学習活動支援、安全管理や介助等をする65歳
　未満の人
募集人数　数人　勤務場所　市立小・中学校（教育委
　員会が指定）
仕事内容　①特別支援学級に在籍する児童生徒への支
　援②授業の補助③学校生活（給食・掃除等）におけ
　る補助他
勤務条件　①勤務時間　１日７時間45分、年間165日
　以内(校長が指定)②賃金　１日9,300円③任期　４
　月１日～９月30日（更新１回あり）④労災保険、社
　会保険(健康保険・厚生年金)・雇用保険あり
【日本語指導教室補助員（通訳）】
応募要件　学校教育に理解があり、外国籍の子ども及
　び保護者への通知等の翻訳や学習、学校生活の支援
　をする65歳未満の人（主にスペイン語・ポルトガル
　語）
募集人数　数人　勤務場所　市立小・中学校（教育委
　員会が指定）
仕事内容　①日本語指導教室に係る通訳と日本語指導
　補助②学校・学級だより等の翻訳他
勤務条件　①勤務時間　１日５時間45分、年間200日
　以内(校長が指定)②賃金　１日9,300円③任期　４
　月１日～９月30日（更新１回あり）④労災保険あり、
　 社 会 保 険(健 康 保 険･厚 生 年 金)な し､雇 用 保 険 あ り
【学習支援員】
応募要件　小学校教員免許状を有し、学校教育に理解
　があり、子どもの教育活動を支援する65歳未満の人
募集人数　数人　勤務場所　市立小学校（教育委員会
　が指定）
仕事内容　①担任と協力した授業のサポート②学力向
　上に関すること他
勤務条件　①勤務時間　１日５時間、年間165日以内
　（校長が指定）②賃金　１日6,000円③任期　４月
　１日～９月30日（更新１回あり）④労災保険あり、
　社会保険(健康保険・厚生年金)なし、雇用保険あり

　教育委員会では、学校で働く臨時職員を下記の
とおり募集します。申し込みは、応募書類（市役
所４階学校教育課に用意）を１月10日㈫から20日
㈮までに直接学校教育課へ提出してください。
※仕事内容の詳細は、学校教育課にある募集要項
をご覧ください。

学校の臨時職員
　　　を募集します

★学校教育課☎�１１８３



場　所
測定値
(μSv/h） 場　所

測定値
(μSv/h） 場　所

測定値
(μSv/h）

５㎝ ５㎝ ５㎝

四季の里第一 0.060〜0.066 四季の里緑道４ 0.110 児玉工業団地緩衝
緑地２ 0.074〜0.076

四季の里第二 0.053〜0.054 四季の里緑道５ 0.102 児玉工業団地緩衝
緑地３ 0.062〜0.069

四季の里西 0.058〜0.080 四季の里緑道６ 0.099 児玉児童公園 0.054〜0.084

四季の里緑地３ 0.093 四季の里緑道７ 0.093 児玉総合運動公園 0.073〜0.087

四季の里緑地４ 0.094 四季の里緑道９ 0.101 児玉総合公園 0.062〜0.098

四季の里緑地５ 0.070〜0.074 思池親水公園 0.090 清水の池公園 0.060〜0.079

四季の里緑地６ 0.075 上町ポケットパーク 0.084 下町児童公園 0.094〜0.108

四季の里緑道１ 0.101 吉田林児童公園 0.067〜0.082 蛭川農村公園 0.065〜0.085

四季の里緑道２ 0.102 共栄公園 0.080〜0.083 ふるさとの森公園 0.071〜0.086

四季の里緑道３ 0.097 児玉工業団地緩衝
緑地１ 0.082〜0.117 宮内公園 0.102
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―市内の空間放射線量測定結果―
　市では、６月13日から市内13か所（すべての小学校の校庭）で放射線量の測定を行っています。これに加
えて、11月２日から市内116公園の各所を対象とした測定を開始しています。

◎小学校校庭の測定結果（測定日：12月12日）
　今回の測定結果は、0.047〜0.132μSv/h（マイクロシーベルト／時間）でした。なお、測定値には自然
から受ける放射線量が含まれています。測定値は、計測の時間帯や天候等に影響を受けることがあるため、
あくまでも参考の数値となります。
測定機器　富士電機製 Nhc7　シンチレーションサーベイメータ（エネルギー補償型γ線測定用）
測定頻度　２週間に１回程度　測定者　本庄市職員
◎市内公園の測定結果（測定日：11月22日・12月５日）
　市内116公園の各所の測定を、11月２日から開始しています。今回は、11月22日及び12月５日に測定し
た30公園の各所（枯れ葉、砂場、ベンチ上など59か所）の測定結果をお知らせします。
※各公園の詳しい測定結果及び測定箇所は、市ホームページ又は自治防災課でご覧いただけます。

― 水 道 水 の 放 射 性 物 質 測 定 結 果 ―
　市では、第二浄水場及び児玉浄水場の２か所を対象に、月１回放射性物質の測定を行っています。測定の
結果は、すべて不検出でした。（採水日12月５日、判明日12月６日）

★水道課☎�２１５１

― 農 畜 産 物 の 放 射 性 物 質 測 定 結 果 ―
　埼玉県では、農畜産物等の放射性物質調査を実施しています。
　市内で採取したハクサイ・サニーレタス（採取日12月５日・６日 判明日12月８日）、イチゴ（採取日12
月12日・13日 判明日12月15日）、牛肉（採取日12月７日・12日 判明日12月９日・14日）は、いずれも
放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした。

　　　　　　　　　　　★農政課☎�１１７７

◇◆空間放射線量・放射性物質測定結果のお知らせ◆◇

節  電  の  お  願  い節  電  の  お  願  い
　今年の冬は、電力の安定供給が確保される見通しですが、急激な気温の変化等による需要増加の可能性
もあることから、市民のみなさんにも無理のない範囲での節電のご協力をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ★自治防災課☎�１１８４



みなさんの情報交換の場
＝行事案内 ＝会員募集

13 平成24年１月１日号
あて先

〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎�1155・蕭�8499　※締め切りは１月13日㈮必着です。

１月生まれのみんな

★２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

　
め
で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
た
松
本
セ
ン
さ
ん
（
明
治
44
年

11
月
25
日
生
ま
れ
）
を
吉
田
市
長

が
訪
問
し
、
お
祝
い
の
「
寿
状
」

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　　
で
ん
ご
ん
広
場
の
掲
載
申
し
込

み
は
、
秘
書
広
報
課
（
☎
�
１
１

５
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

児玉郡市リズム＆なわとびクラブ
「定期発表会２０１２」

日時　１月29日㈰　正午〜午後３時
　　　30分
場所　市民文化会館
費用　700円（一部チャリティー）
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　冨岡☎�７９０４

ニッシャクラブ
日時　月１回バスで写真撮影に出か
　　　けます。
費用　年会費2,000円
　　　撮影会会費別途
対象　市内在住者
問い合わせ　遠藤☎�１５１８

松本 セン さん
（銀座３丁目）

女性農業者が活躍
　鈴木美穂子さん（児玉町児
玉）が、平成23年度農山漁
村男女共同参画優良活動表彰
の次世代を担う若手地域リー
ダー部門で「農林水産大臣政
務官賞」を受賞しました。
　鈴木さんは戸田市の出身で
すが、以前から農業に興味を
持ち、平成12年から本庄市で
農業を始めました。
　路地野菜経営を成功させ、
若い女性農業者のリーダー出
荷団体青年部長を務めるなど
活躍しています。

女性農業者が活躍女性農業者が活躍 人権作文コンテストで
新聞協会会長賞を受賞

　　　　　  本庄南中１年
              の林凌平さんが

                 　第31回全国中学
生人権作文コン
テストで、89万

                  3258人の応募
　　　　　　　者の中から「日
本新聞協会会長賞」を受賞し
ました。
　林さんの作文「支えあって
生きる」は、東日本大震災の
体験をもとに書かれたものです。
　林さんの作文は、 法務省の
ホームページ（http://www.
moj.go.jp/JINKEN/sakubun_
23nendo.html）で見ること
ができます。

祝
　
百
歳

吉
よしざわ

澤 みちるちゃん ( 本庄３丁目 )
< 平成 22 年生まれ >

石
いしもり

森 優
ゆ い か

彩花ちゃん ( 児玉町蛭川）
< 平成 22 年生まれ >

おたんじょうび
おめでとう。い
つもかわいいち
るちゃんのえが
おでみんなをし
あわせにしてね。

これからも笑顔
を大切に優しい
ゆいちゃんでい
てね♡みんなゆ
いちゃんが大好
きだよ♡

相
あいかわ

川 史
し ほ

帆ちゃん ( 緑３丁目 )
< 平成 22 年生まれ >

小
こ い け

池 秀
しゅうと

斗ちゃん ( 児玉町金屋 )
< 平成 22 年生まれ >

か わいくて 、面
白くて 、泣 き 虫
で 、お 兄 ちゃん
大 好きしーちゃ
ん 。楽しい 毎日
をありがとう♡

２歳おめでとう♡
みんなのアイド
ル秀ちゃん☆元
気いっぱい大き
くな あ れ！！　
　

曽
そ ね

根 花
か え で

楓ちゃん ( 北 堀 )
< 平成 21 年生まれ >

井
い の か わ

野川 さちちゃん ( 児玉町八幡山 )
< 平成 22 年生まれ >

３歳おめでとう♡
いつも周りを笑
顔にしてくれる
か え ちゃん 。こ
れからも元気一
杯に 育って ね！

２歳おめでとう。
大きくなったね。
これからも、と
うちゃんかあちゃ
んといっぱいあ
そ ぼ う ね 。



老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
10日㈫・16日㈪・23日㈪・30日㈪・２月６日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６
10日㈫・16日㈪・23日㈪・30日㈪・２月６日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
３日㈫〜９日㈷・25日㈬〜30日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：１月31日㈫］
・市県民税　　４期　・国民健康保険税　　　　７期
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　１月５日㈭・２月６日㈪　午後５時15分〜７時
場所   ・市役所１階　　収納課☎�１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　 ☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

14

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
１
月
17
日
㈫　
午
前
９
時

　
45
分
～
11
時
30
分
、
午
後
０
時

　
30
分
～
４
時

会
場　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

　
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

　
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

　
で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
ml
・
２
０

　

０
ml
）

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
２

　

０
０
３

「
平
成　
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
す
べ
て
の
事
業

所
が
対
象
と
な
る
「
平
成
24
年
経

済
セ
ン
サ
ス
︱
活
動
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
埼
玉

県
知
事
が
発
行
し
た
写
真
付
身
分

証
（
調
査
員
証
）
を
持
参
す
る
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
基
準
日　
２
月
１
日
㈬

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

「
平
成　
年
度
児
玉
郡
市
手
話

通
訳
者
認
定
試
験
」
を
実
施

日
時　
２
月
25
日
㈯　
午
前
９
時
～

内
容　
筆
記
・
実
技
試
験
、
面
接

　
（
埼
玉
県
登
録
手
話
通
訳
者
と

　
手
話
通
訳
士
資
格
を
有
す
る
人

　
は
筆
記
・
実
技
試
験
免
除
）

受
験
資
格　
65
歳
以
下
の
人
（
平 

　
成
24
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

　
本
庄
市
・
児
玉
郡
の
手
話
通
訳

　
者
養
成
講
習
会
修
了
者
又
は
同

　
程
度
以
上
の
技
術
保
持
を
推
定

　
さ
れ
る
人

申
込
方
法　
所
定
の
申
請
書
を
本

　
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出

※
申
請
書
は
１
月
５
日
㈭
か
ら
本

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
。

申
込
期
間　
１
月
10
日
㈫
～
20
日

　
㈮　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

　
時　
（
土
・
日
を
除
く
）

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�

　
７
２
７
５
・
蕭
�
７
３
１
９
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24   お
知
ら
せ

「人権施策の抜本的な見直しに着手」

　人権の世紀と呼ばれる21世紀、世界では今なお様々な
人権問題があります。我が国では、固有の人権問題である

「同和問題」の解消への取り組みが長く続けられてきました。
　昭和44年、国は同和対策事業特別措置法を制定し、平
成14年３月31日に法が失効するまでの33年間にわたって
様々な同和対策事業が推進されました。その結果、生活環
境の改善や職業の安定、同和教育の推進などが図られ、心
理的差別意識の解消にも一定の役割を果たしたところです。
　この特別措置法が失効したのちは、それまで実施してき
た同和対策事業は、各市町村独自の判断によるところとな
り、本庄市では、この10年間、同和問題に関する運動団
体への補助金交付や集会所事業、人権保育事業などの諸事
業を独自に実施してまいりました。
　しかし、私は、これらの諸事業がさらなる心理的差別の
解消には、必ずしも繋

つな
がっていかないのではないかと感じ

ていました。こうしたこともあり、市では市税の減免措置

の廃止や運動団体への補助金の減額など、様々な見直し
を行ってまいりました。今後は、人権教育や人権啓発を
中心に据える必要があると考え、抜本的な見直しに着手
しました。
　昨年３月には、運動団体への補助金をさらに見直すた
め、同和対策審議会の意見を伺った後に要綱を策定し、
平成24年度末で補助金を全廃することを決定しました。
　昨年11月29日には、長年続けてきた運動団体との関
係を終了し、同時に同和対策として始められた集会所事
業などの様々な事業を今年度で廃止することを発表しま
した。この発表は、本庄市行政における同和対策事業の
継続事業の終了を意味するものであります。
　人権問題は、現代社会において複雑多岐にわたり存在
しております。今後将来に向けて、広く全市民を対象と
した人権教育、人権啓発を推進し、市民の皆様と共に明
るい人権尊重の社会をつくるために努力してまいりたい
というのが、新しい時代を迎えての私の抱負であります。

　　　　　　　　　　　   　本庄市長



※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

　

　

15 平成24年１月１日号

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

　
市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

対
象

　
次
の
①
～
④
す
べ
て
に
該
当
す

る
事
業
者

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

　
む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

　
業
は
５
人
）
以
下
の
事
業
者

②
中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
又

　
は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を
し

　
て
い
る
事
業
者

③
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

　
以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

　
税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④
こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

　
し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　
３
年
間
（
継
続
）

補
助
金
額　

　
加
入
従
業
員
１
人
に
つ
き
１
年

　
間
当
た
り
２
、
４
０
０
円
（
上

　
限
）

※
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
商

工
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込　
１
月
31
日
㈫
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
を

開
催

　
埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
公
務
員
を
目
指
し
て
い

る
人
、
市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ

る
人
な
ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
６
日
㈪　
午
後
１
時
～

　
３
時
40
分
（
開
場　

午
後
０
時

　
30
分
）

会
場　
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ

　

Ｒ
浦
和
駅
下
車　
徒
歩
７
分
）

内
容　
講
演
、
市
町
村
職
員
（
事

　
務
系
）
に
よ
る
経
験
談
、
メ
ッ

　
セ
ー
ジ
な
ど

定
員　
１
、 

０
０
０
人（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
10
日
㈫
か
ら
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.hito

　

zukuri.or.jp/navi/event/

　

s-forum
.php

）
へ

★
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

　
域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
８
︱
６
６
４
︱
６
６
８

　
１
・
蕭
０
４
８
︱
６
６
４
︱
６

　

６
６
７

「
販
売
促
進
研
修
」
～
失
敗
事

例
か
ら
学
ぶ
、
新
規
販
路
開

拓
・
セ
ー
ル
ス
力
向
上
～
を

開
催

　
地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

企
業
の
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
営
業
販
売
担
当

者
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
新
規
販
路
開
拓
に
必
要
な
営
業

ス
キ
ル
の
向
上
や
能
力
・
資
質
に

更
な
る
磨
き
を
か
け
る
た
め
に
も
、

研
修
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
21
日
㈫　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　
自
己
の
営
業
ス
タ
イ
ル
の

　
問
題
発
掘
と
能
力
ア
ッ
プ
、
新

　

規
販
路
開
拓
の
狙
い
と
そ
の
シ
ー

　
ン
別
で
の
進
め
方
な
ど
、
演
習

　
を
交
え
て
習
得

定
員　
50
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　
５
、
０
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
を
含
む
）

申
込　

２
月
14
日
㈫
ま
で
に
住
所・

　
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

　

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

研
究
推
進
機
構
☎
�
７
４
５
５・

　
蕭
�
７
４
６
５

「
は
に
ぽ
ん
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
の

売
上
の
一
部
を
寄
附
し
ま
し

た
　
平
成
23
年
夏
に
販
売
し
た
「
は

に
ぽ
ん
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
」
の
販
売
着

数
は
、
２
、
２
６
５
着
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
人
に
ご
購
入
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
売
上
金
よ
り
２
２
６
、
５
０
０

円
を
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し

て
寄
附
し
ま
し
た
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８

本
庄
名
物『
つ
み
っ
こ
』
教
室

を
開
催

　
昨
年
の『
新
春
本
庄
名
物
つ
み
っ

こ
合
戦
』
で
３
位
を
獲
得
し
た
、

お
い
し
い
「
つ
み
っ
こ
」
を
作
っ

て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
25
日
㈬　
午
後
２
時
～

　

３
時

会
場　
つ
き
み
荘

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
エ
プ
ロ
ン

申
込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
22
日
㈰

　
ま
で
（
16
日
㈪
を
除
く
、
午
前

　

10
時
～
午
後
４
時
ま
で
受
付
）

　
に
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
つ
き
み
荘
☎
�
３
６
９
６

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉
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甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
（
新
規
講
習
）
を
開
催

　
学
校
や
病
院
、
工
場
な
ど
多
く

の
人
が
出
入
り
し
又
は
勤
務
す
る

建
物
に
は
、
消
防
法
で
定
め
る
資

格
を
有
す
る
防
火
管
理
者
を
置
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り

資
格
取
得
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭　

　
午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時
50

　
分

会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
、 

０
０
０
円（
教
材
費
）

※
申
込
書
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消

防
本
部
及
び
各
消
防
署
で
配
布
又

は
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
kodam

akouiki.jp/)

か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込　
１
月
30
日
㈪
か
ら
２
月
３

　
日
㈮
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
30
分
）
ま
で
に
申
込
書
に
証
明

　
写
真
（
縦
２
・
５
㎝
×
横
２
・

　

０
㎝
）
を
添
付
し
、
直
接
左
記

　
へ

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防

　
課
☎
�
４
６
５
４

「
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
」
を
開
催

　
視
覚
障
害
を
も
つ
人
た
ち
へ
音

声
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
う
音
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
“
あ
な
た
の
声
を
誰
か
の
た
め

に
”
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
１
日
か
ら
29
日
ま
で

　
の
毎
週
水
曜
日　
全
５
回　
午

　
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
中
央
公
民
館

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�

　

２
７
５
５

宝
く
じ
収
益
金
で
八
木
節
衣

装
等
を
整
備

　
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
平
成
23
年
度
宝
く
じ
助

成
を
受
け
て
、
風
洞
自
治
会
で
は

八
木
節
衣
装
、
太
鼓
等
を
購
入
し

ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
講
座
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
っ
て
な
あ
に
～
」

を
開
催

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

設
立
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に

次
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
26
日
㈭　
午
後
２
時
～

　
４
時

会
場　
熊
谷
地
方
庁
舎
大
会
議
室

講
師　
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進

　
課
職
員
ほ
か

費
用　
無
料

申
込　

１
月
23
日
㈪
ま
で
に
氏
名
・

　

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
フ
ァ
ッ

　
ク
ス
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　
本
庄
事
務
所
☎
�
１
１
１
０
・

　
蕭
�
６
５
０
０

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
お
茶

会
」
を
開
催

　
温
か
い
抹
茶
と
お
菓
子
は
い
か

が
で
す
か
。

日
時　
１
月
28
日
㈯　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

対
象　
小
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
14
日
㈯
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

「精神保健福祉講座」を開催
　精神疾患のある人が地域で生き生きと暮らすた
めに医療や福祉、社会資源をどう活用していくか
について学びます。

時間　午後２時～４時　会場　市役所２階職員厚生室
対象　市内在住で精神疾患のある人とその家族又
　は関心のある人　定員　30人（先着順）
申込　１月23日㈪から２月10日㈮までに電話又は
　直接下記へ
★障害福祉課☎�１１２５、障害者生活支援セン
　ターみさと☎�３６４６

「精神保健福祉講座」を開催

日　程 内　容 講　師
２月22日㈬“自立”って何だろ

う～がんばりすぎ
ない支援のススメ

三村　卓巳　氏（埼玉
県立精神保健福祉セ
ンター副センター長）

３月７日㈬ 私の伝えたいこと、
聞きたいこと

田島　則夫　氏（障
害者生活支援センター
施設長）



催
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前
原
児
童
セ
ン
タ
ー「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り
」
を
開
催

　
か
わ
い
い
手
作
り
チ
ョ
コ
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
４
日
㈯　
午
前
10
時
～

対
象　
小
学
生

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
バ

　
ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
１
月
21
日
㈯
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

　

２
０

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い

　
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、

幼
児
や
小
学
生
、
保
護
者
を
対
象

と
し
た
講
座
や
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
お
友
達
を
誘
っ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

◎
あ
や
と
り
・
お
て
だ
ま
・
折
り

紙
教
室

　
季
節
に
あ
っ
た
小
物
を
折
り
紙

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
や
と

り
や
お
て
だ
ま
も
覚
え
ら
れ
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
㈯　
午
後
２
時
～

　

３
時

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者

費
用　
無
料

用
意　
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
下
さ
い
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
28
日
㈯　
午
後
２
時
～

　

３
時

対
象　
小
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
上
履
き
、
タ
オ
ル

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日

直
接
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
１
月
の
茶
道
教
室
は
お
休
み
し

ま
す
。

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
０

　
４
２
０

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー「
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
お
菓
子
作
り
」
教

室
を
開
催

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
、
手

作
り
し
た
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
４
日
㈯　
午
前
10
時

　
30
分
～
11
時
30
分

対
象　
小
学
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り

　
容
器
、
上
履
き　

申
込　
１
月
12
日
㈭
午
前
９
時
か

　
ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
０

　

４
２
０

第　
回
遺
跡
の
森「
再
現
！
思

い
出
の
紅
白
歌
合
戦
」を
開
催

日
時　
３
月
４
日
㈰

　
昼
の
部　
午
後
２
時
～

　
夜
の
部　
午
後
６
時
～

※
開
場
は
各
部
と
も
30
分
前
で
す
。

会
場　
美
里
町
遺
跡
の
森
館

出
演　

　
赤
組　
大
津
美
子
、
辺
見
マ
リ
、

　
松
村
和
子

　
白
組　
佐
川
満
男
、
美
樹
克
彦
、

　
ロ
ス
・
イ
ン
デ
ィ
オ
ス

入
場
料　
指
定
席　
３
、
５
０
０
円

　
　
　

  

自
由
席　
３
、
０
０
０
円

※
指
定
席
は
、
遺
跡
の
森
館
の
み

の
販
売
で
お
１
人
様
４
枚
ま
で
と

な
り
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
発
売　
１
月
26
日
㈭
午

　
前
８
時
30
分
か
ら
美
里
町
遺
跡

　
の
森
館
・
美
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

セ
ン
タ
ー
・
美
里
町
役
場
総
務

　
課
及
び
町
内
15
か
所
の
チ
ケ
ッ

　
ト
取
扱
所
で
発
売
し
ま
す
。

★
美
里
町
生
涯
学
習
課
（
遺
跡
の

　
森
館
内
）
☎
�
０
２
０
４

第
５
回
新
春
本
庄
名
物『
つ
み
っ

こ
』
合
戦
を
開
催

　
本
庄
名
物
『
つ
み
っ
こ
』
を
た

く
さ
ん
食
べ
て
味
く
ら
べ
。
み
な

さ
ん
の
投
票
に
よ
り
人
気
の
『
つ

み
っ
こ
』
を
決
定
し
ま
す
。

　
市
内
の
『
つ
み
っ
こ
』
提
供
店

の
ほ
か
、
近
隣
市
町
か
ら
も
自
慢

の
味
で
参
戦
し
ま
す
。（『
つ
み
っ

こ
』
は
１
杯
１
０
０
円
で
す
）

　
当
日
は
、
新
春
の
七
福
神
め
ぐ

り
に
あ
わ
せ
て
、
ま
ち
な
か
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
お
も
て
な
し
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
14
日
㈯　
午
前
11
時
～

　
午
後
３
時

会
場　
市
役
所
駐
車
場
（
会
場
が

　
変
更
に
な
り
ま
し
た
。）

※
各
店
と
も
売
切
れ
次
第
終
了
と

な
り
ま
す
。
投
票
は
午
後
１
時
で

終
了
で
す
。

★
本
庄
市
観
光
協
会（
商
工
課
内
）

　
☎
�
１
１
７
４

自
衛
官
を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
等
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

＊
願
書
及
び
資
料
の
請
求
・
お
問

　
い
合
わ
せ
は
自
衛
隊
熊
谷
地
域

　
事
務
所
へ

申
込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
４
月
４

　
日
㈬
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
左

　
記
へ

★
自
衛
隊
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
０

　

４
８
―
５
２
２
―
４
８
５
５

募集区分 受験資格 試験日

予備自衛官補
（一般）

日本国籍を有する18歳以上
34歳未満の人

４月13日㈮～
16日㈪のいず
れか１日

予備自衛官補
（技能）

日本国籍を有する18歳以上
55歳未満の人（52歳以上は
保有する技能で年齢要件が
変更）
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『
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
』
の
参
加

者
を
募
集

　
現
在
、
実
施
中
の
教
室
へ
の
追

加
募
集
を
し
ま
す
。
お
１
人
様
、

１
会
場
の
み
参
加
可
能
で
す
。

　
い
す
を
使
っ
た
分
か
り
や
す
く

簡
単
な
運
動
を
し
ま
す
。

　
元
気
な
体
を
作
る
介
護
予
防
を

目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員
（
各
会
場
）

　
若
干
名
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

用
意　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
室
内

　
用
運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服

　
装

＊
半
年
間
、
参
加
の
な
い
人
は
登

　
録
か
ら
は
ず
し
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

会
場
は
、
無
料
の
駐
輪
場
及
び
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込　
１
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　
７

本
庄
高
校
定
時
制
の
生
徒
を

募
集

　

本
庄
高
校
定
時
制
で
は
、10
代
～

70
代
の
人
た
ち
が
働
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
も
っ
て
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
時
代
の
今
、
定
時
制

高
校
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

授
業
時
間　
午
後
５
時
30
分
～
８

　
時
45
分
（
１
日
４
時
限
、
途
中

　
給
食
あ
り
）

修
業
年
限　
４
年

《
平
成
24
年
度
入
試
に
つ
い
て
》

日
時　

３
月
２
日
㈮（
学
力
検
査
）・

　

５
日
㈪
（
個
人
面
接
）

募
集
人
員　
40
人

※
２
月
４
日
㈯
に
学
校
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
本
庄
高
校
☎
�
１
１
９
５

本
庄
市
体
育
協
会
主
催「
第

回
本
庄
市
長
杯
争
奪
市
民
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
を
開
催

日
程　
１
月
29
日
～
３
月
４
日
ま

　
で
の
毎
週
日
曜
日

会
場　
小
山
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

参
加
資
格　

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

　
（
高
校
生
を
除
く
）
の
男
子
が

　

主
た
る
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム

②
市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
加
盟

　
チ
ー
ム

③
①
、
②
以
外
で
市
社
会
人
サ
ッ

　
カ
ー
連
盟
が
認
め
た
チ
ー
ム

※
審
判
資
格
者
を
１
人
以
上
有
す

る
こ
と

競
技
方
法　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
費

　
連
盟
加
盟
チ
ー
ム　
無
料

　
一
般
チ
ー
ム　
５
、
０
０
０
円

申
込　
１
月
15
日
㈰
ま
で
に
社
会

　
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
事
務
局
・
新

　
井
（
☎
０
９
０
―
４
９
３
１
―

　

１
４
７
６
・　

norute-7@

　

poem
.ocn.ne.jp

）
へ

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催「
市
民
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
講
習
会
」
を
開

催日
時　
１
月
29
日
㈰

　
受
付　
午
後
１
時

　
開
始　
午
後
１
時
30
分

会
場　
中
央
公
民
館

講
師　
牧
野　
正
江　
先
生
（
日

　
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認

　
指
導
者
）

定
員　
50
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　
無
料　

用
意　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　
内
用
運
動
靴

申
込　
１
月
23
日
㈪
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
体
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

　
ス
連
盟
・
織
茂
（
☎
�
６
１
６

　

３
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
主
催「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
教
室
」
を
開
催

日
時　
２
月
９
日
か
ら
23
日
ま
で

　
の
毎
週
木
曜
日　
全
３
回　
午

　
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
茂
木　
多
美
子　
先
生　

　
（
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

　
公
認
指
導
者
）

定
員　
30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　
無
料　

用
意　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　
内
用
運
動
靴

申
込　
２
月
１
日
㈬
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
体
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

　
ス
連
盟
・
織
茂
（
☎
�
６
１
６

　

３
）
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

本
庄
市
体
育
協
会
主
催「
市
民

太
極
拳
教
室
」
を
開
催

日
時　
１
月
30
日
か
ら
２
月
27
日

　
ま
で
の
毎
週
月
曜
日　
全
５
回

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
者

講
師　
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公

　
認
指
導
員

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

用
意　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室

　
内
用
運
動
靴

申
込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
左
記
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

会　場 日　時（祝日を除く）
本庄南公民館 毎週月曜日　午前10時〜11時30分
コミュニティセンター 毎週月曜日　午後１時30分〜３時
インフォメーションセンター

（本庄駅２階）
毎週月・水曜日　午前10時〜11時30分

セルディ 毎週木曜日　午前10時〜11時30分
北泉公民館 毎週木曜日　午後１時30分〜３時
仁手公民館 毎週金曜日　午前10時〜11時30分
勤労青少年ホーム 毎週金曜日　午前10時〜11時30分

41   
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公
民
館

本
庄
市
体
育
協
会
主
催「
市
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」を

開
催

日
程　
２
月
５
日
㈰
・
26
日
㈰

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
者
・
卒
業
生
及
び
協
会
が
参
加

　
を
認
め
た
チ
ー
ム

競
技
方
法　
代
表
者
会
議
に
て
決

　
定

参
加
費　

　

１
チ
ー
ム　

３
、
０
０
０
円

参
加
チ
ー
ム
数　
16
チ
ー
ム
（
先

　
着
順
）

申
込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
で

　
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

　
内
野
へ
仮
申
し
込
み
を
行
い
、

　
代
表
者
会
議
の
時
に
参
加
費
を

　
添
え
て
正
式
な
申
し
込
み
を
お

　
願
い
し
ま
す
。

※
代
表
者
会
議
に
つ
い
て
は
、
仮

申
し
込
み
時
に
お
伝
え
し
ま
す
。

＊
申
し
込
み
は
、
平
日
・
休
日
と

　
も
に
午
後
５
時
以
降
に
お
願
い

　
し
ま
す
。

★
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・

　
内
野（
☎
０
９
０
―
７
１
８
１
―

　

９
４
７
２
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ス
キ
ー
大
会
」
を
開
催

日
時　
２
月
12
日
㈰

会
場　
ア
サ
マ
２
０
０
０
パ
ー
ク

　
ス
キ
ー
場

種
目　
回
転
・
大
回
転
競
技

　
小
学
校
低
学
年
・
小
学
校
高
学

　
年
・
中
学
生
・
高
校
生
・
青
年
・

　
30
歳
代
・
40
歳
代
・
50
歳
代
・

　
60
歳
代
（
各
男
女
別
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　
者

参
加
費　

　
一
般　
　

３
、
０
０
０
円

　
中
学
生
以
下　
無
料

申
込　
２
月
４
日
㈯
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
左
記
へ

★
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
武
井

　
（
武
井
酒
店
）
☎
�
１
２
３
８

　
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催

日
時　
２
月
５
日
㈰

　
受
付　
午
前
10
時

　
開
始　
午
前
10
時
15
分

会
場　
児
玉
ス
カ
イ
ボ
ー
ル

競
技
方
法　
個
人
戦
４
ゲ
ー
ム
ト
ー

　
タ
ル（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
制
）

参
加
費　
一
般　

２
、
０
０
０
円

　
小
・
中
学
生　

１
、
５
０
０
円

対
象　
本
庄
市
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
者
及
び
連
盟
会
員

申
込　
１
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話

　
又
は
直
接
大
会
事
務
局
・
児
玉

　
ス
カ
イ
ボ
ー
ル
（
☎
�
５
６
５

　

６
）
へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

中
央
公
民
館
☎
�
２
７
９
８

◆
２
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

開
放
日　
毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
正
午
、 

午
後

　

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
２

月
24
日
㈮
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

◆
切
り
絵
作
家
に
よ
る
『
初
心
者

切
り
絵
教
室
』

　
各
回
ご
と
で
作
品
を
完
成
し
ま

す
。

日
時　
１
月
24
日
㈫
・
31
日
㈫
・

　

２
月
６
日
㈪　
全
３
回　
午
前

　
10
時
～
正
午

講
師　
福
田　
守
男　
先
生
（
切

　
り
絵
作
家
）

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
９
０
０
円
（
３
作
品
の
材

　
料
費
）

申
込　
１
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
�
８
８
５
１

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

　
ス
カ
ラ
ッ
プ
キ
ル
ト
の
お
し
ゃ

れ
な
バ
ッ
グ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
２
月
２
日
㈭
・
８
日
㈬
・

　
16
日
㈭
・
23
日
㈭　
全
４
回

　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
椙
田　
晴
美　
先
生

定
員　
14
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
３
０
０
円
（
針
を
購

　
入
す
る
場
合
は
３
、
６
０
０
円
）

用
意　
は
さ
み
２
丁
（
紙
用
・
布

　

用
）、
20
㎝
く
ら
い
の
定
規
、

　

２
Ｂ
鉛
筆
、
目
打
ち
、
裁
縫
道

　
具

申
込　
１
月
13
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
公
民
館
☎
�
７
３
８
３

◆
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会

日
時　
２
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰　

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
５
日

　
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　
中
央
公
民
館

展
示
発
表　
書
道
、
編
み
物
、
水

　
彩
画
、
短
歌
、
ち
ぎ
り
絵
、
紙

　
粘
土
、
七
宝
焼
、
木
目
込
人
形
、

　
ひ
ょ
う
た
ん
ア
ー
ト
な
ど

※
本
年
度
の
実
演
発
表
は
あ
り
ま

せ
ん
。

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
ま
ゆ
玉
人
形
干
支
（
辰た

つ
）
つ
く

り
教
室

　
ま
ゆ
玉
で
辰
年
の
干
支
人
形
を

作
り
ま
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈫
・
31
日
㈫　

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３

　
時
30
分

講
師　
篠
原　
明
典　
先
生

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
０
０
円

用
意　
カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み
、
ボ

　
ン
ド

申
込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

セルディ臨時休館のお知らせ

　２月13日㈪、セルディ（児玉中央
公民館・児玉文化会館・図書館児玉
分館）は、メンテナンスのため臨時
休館しますのでご注意ください。
★セルディ☎�８８５１
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本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

　
本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ
の
素

を
手
作
り
し
て
、
お
い
し
い
キ
ム

チ
を
作
り
ま
す
。

日
時　
１
月
25
日
㈬　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
松
本　
重
子　
先
生

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

　
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、
筆
記

　
用
具

申
込　
１
月
10
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
手
作
り
味み

そ噌
教
室

　
国
産
大
豆
と
手
づ
く
り
麹こ

う
じを
使

い
、
安
全
で
お
い
し
い
味
噌
を
作

り
ま
す
。

日
時　
２
月
１
日
㈬　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
２
０
０
円
（
出
来
上

　
が
り
５
㎏
）

用
意　
筆
記
用
具
、
材
料
を
持
ち

　
帰
る
た
め
の
袋

申
込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
初
心
者
陶
芸
教
室

　
自
然
素
材
の
温
か
さ
と
、
手
作

り
の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
る
楽
し
い
陶
芸
教
室
で
す
。

日
時　
１
月
24
日
㈫
・
31
日
㈫
・

　

２
月
14
日
㈫
・
21
日
㈫　
全
４

　
回　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
栗
林　
隆
博　
先
生

定
員　
18
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆

　
記
用
具

申
込　
１
月
17
日
㈫
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
健
康
・
体
力
づ
く
り
教
室

　
ヨ
ガ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
温

め
、
寒
さ
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
１
月
25
日
か
ら
２
月
15
日

　
ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全
４
回

　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
竹
田　
隆
子　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
円
（
教
材
用
ボ
ー

　
ル
代
）

用
意　
運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ

　
ル
、
運
動
靴
、
飲
み
物
、
マ
ッ

　
ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル

申
込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館
☎
�
２
３
３
２

◆
ク
ラ
ブ
活
動
発
表
会　

日
時　
１
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
29
日

　
㈰
は
午
後
３
時
ま
で
）

展
示
発
表　
日
本
画
、
ち
ぎ
り
絵
、

　
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、
着
物
リ
フ
ォ
ー

　
ム
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

　
ト
、
木
目
込
み
人
形
、
ク
ラ
フ

　
ト
作
品
、
絵
手
紙
、
折
り
紙
、

　
俳
句
な
ど

実
演
発
表

◎
１
月
28
日
㈯

・
着
物
着
付
け
実
演　
午
前
10
時

　
30
分
～

・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
実
演
と
作
品

　
プ
レ
ゼ
ン
ト　
午
前
11
時
～

・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
よ

　
る
演
奏　
午
後
１
時
30
分
～

◎
１
月
29
日
㈰

・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
実
演
と
作
品

　
プ
レ
ゼ
ン
ト　
午
前
10
時
30
分
～

・
コ
ー
ラ
ス
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
に
よ

　
る
演
奏　
午
後
１
時
30
分
～

◆
和
紙
折
り
紙
教
室

　
和
紙
で
作
る
す
て
き
な
ひ
な
人

形
で
す
。

日
時　

２
月
９
日
㈭　
午
後
２
時
～

　
３
時
30
分

講
師　
安
藤　
和
美　
先
生

定
員　
12
人
（
先
着
順
）　

費
用　
５
０
０
円

用
意　
は
さ
み
、
ボ
ン
ド

申
込　
１
月
16
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館
☎
�
３
５
３
８

◆
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
教
室

　
昔
な
が
ら
の
素
朴
で
お
い
し
い

手
打
ち
う
ど
ん
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時　
２
月
９
日
㈭　
午
前
９
時

　
30
分
～
正
午

講
師　
早
野　
啓
子　
先
生
（
ふ

　
る
さ
と
の
味
伝
承
士
）

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
き

申
込　
１
月
20
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館
☎
�
２
４
８
４

◆
手
づ
く
り
味
噌
教
室

　
国
産
大
豆
と
手
づ
く
り
麹
を
使

い
、
安
全
で
お
い
し
い
味
噌
を
作

り
ま
す
。　

日
時　
１
月
25
日
㈬　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

講
師　
中
澤　
弘
子　
先
生　

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
３
、
２
０
０
円
（
出
来
上

　
が
り
５
㎏
）

用
意　
筆
記
用
具
、
材
料
を
持
ち

　
帰
る
た
め
の
袋

申
込　
１
月
12
日
㈭
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

　
本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ
の
素

を
手
作
り
し
て
、
お
い
し
い
キ
ム

チ
を
作
り
ま
す
。

日
程　
第
１
回　

２
月
１
日
㈬

　
　
　
第
２
回　

２
月
８
日
㈬　

※
申
し
込
み
は
、
１
人
１
回
で
す
。

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
松
本　
重
子　
先
生

定
員　
各
回
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

　
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
、
筆
記

　
用
具

申
込　
１
月
18
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館
☎
�
４
７
８
９

◆
野
鳥
の
観
察
講
座

　
身
近
に
見
ら
れ
る
冬
の
野
鳥
の

観
察
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
11
日
㈷　
午
前
９
時
～

　
10
時
30
分

定
員　
親
子
10
組
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
双
眼
鏡
又
は
望
遠
鏡

申
込　
１
月
18
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
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た
の
し
い
お
は
な
し
会　
　
　

　★
本
館

日
時　
１
月
14
日
㈯
・
28
日
㈯

　
午
後
２
時
～

会
場　
本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
龍
と
不
思
議
な
生
き
物
」

　
を
テ
ー
マ
と
し
た
お
は
な
し

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

　
本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
１
月
14
日
㈯　
午
前
11
時
～

　
11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
ふ
ゆ
」
を
テ
ー
マ
と
し

　
た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

　
「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）　
　

　日
時　
１
月
21
日
㈯　
午
後
２
時
～

内
容　
こ
ど
も
に
ん
ぎ
ょ
う
劇
場 

　
「
さ
る
と
か
に
・
ゆ
き
お
ん
な
」

会
場　
本
館
視
聴
覚
室

定
員　
80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の　
　
　

          

お
は
な
し
会
（
本
館
）

　
　
　
　

日
時　
１
月
５
日
㈭
・
２
月
２
日   

   

㈭　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　
本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク 

   

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　
保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前 

   

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　
ら
べ
う
た
な
ど

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）　
　

　★
今
月
の
一
般
図
書

ふ
た
り
の
お
い
し
い
介
護
食

　
　
　
　
　
　
　

 
村
上 
祥
子 

著

す
べ
て
真
夜
中
の
恋
人
た
ち

                   

川
上 

未
映
子 
箸

あ
の
人
の
声
は
な
ぜ
魅
力
的
な
の

　
か　
　
　
　

    

鈴
木 

松
美 

著

そ
う
だ
っ
た
の
か
！
21
世
紀
Ｎ
Ｅ

　

Ｗ
Ｓ　
　
　

 　

   

池
上 

彰 

著

井
上
ひ
さ
し
の
読
書
眼
鏡

  　
　
　
　
　

  

井
上 

ひ
さ
し 

著

囲
碁
ビ
ギ
ナ
ー
ズ　
13
路
盤
で
最

　
速
上
達 　
吉
原 

由
香
里 

他
著

全
国
神
社
味
詣       

松
本 

滋 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

紅
葉
・
落
ち
葉
・
冬
芽
の
大
研
究

                   

星
野 

義
延 

監
修

希
望
の
力 

           

フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ 

著

ド
レ
ミ
フ
ァ
荘
の
ジ
ジ
ル
さ
ん

             

た
か
ど
の 

ほ
う
こ 

作

わ
が
ま
ま
姫
と
魔
法
の
バ
ラ

             

あ
ん
び
る 

や
す
こ 

作

オ
オ
バ
ン
ク
ラ
ブ
物
語 

上
・
下

        

ア
ー
サ
ー
・
ラ
ン
サ
ム 

作

お
お
き
い
ち
い
さ
い

                      

元
永 

定
正 

作

空
の
絵
本　
　
　

    

長
田 

弘 

作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
と
は
、
本

や
読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
何
冊
か
本
を

紹
介
す
る
方
法
で
す
。
今
回
は
、

三
鷹
市
の
学
校
や
文
庫
で
活
躍
し

て
い
る
須
藤
倫
子
氏
を
お
迎
え
し

て
、「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
に
つ
い

て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
実
際
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
を
交
え

な
が
ら
、
そ
の
初
歩
を
学
べ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
５
日
㈰　
午
後
２
時
～

　

３
時
30
分

会
場　
本
館
３
階
会
議
室

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

　★
今
月
の
一
般
図
書

サ
ザ
エ
さ
ん
家
の
し
つ
け

  　
　
　
　
　

  

江
見 

季
世
子 

著

10
ラ
ブ
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ

  　
　
　
　
　
　

  

林 

真
理
子 

編

「
が
ん
ば
ら
な
い
」
を
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　

  

鎌
田 

實 

著

花
明
か
り          

山
本 

一
力 

著

お
れ
た
ち
の
青
空

  　
　
　
　
　
　

  

佐
川 

光
晴 

著

あ
つ
あ
つ
を
召
し
上
が
れ

  　
　
　
　
　
　
　

  

小
川 

糸 

著

講
師　
須
藤　
倫
子　
氏

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
１
月
11
日
㈬
か
ら
電
話
又 

　
は
直
接
図
書
館
本
館
へ

　
　
　
　
　

　

宮
澤
賢
治
の『
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー

シ
ュ
』
の
世
界
に
、
柳
田
国
男
の

『
遠
野
物
語
』
を
織
り
込
み
、
東

北
の
不
思
議
の
物
語
を
群
読
で
語

り
ま
す
。

★
今
月
の
児
童
図
書

み
ず
い
ろ
の
マ
フ
ラ
ー

 　
　
　
く
す
の
き 

し
げ
の
り 

文

ま
た
お
い
で

             

も
り
や
ま 

み
や
こ 

作

北
風
ふ
い
て
も
さ
む
く
な
い

 　
　
　
　
　
あ
ま
ん 

き
み
こ 

文

み
ん
な
で
！
い
え
を
た
て
る

  　
　
　
　
　
　

  

竹
下 

文
子 

作

日
時　
２
月
11
日
㈷　
午
後
２
時

　
30
分
～
３
時
30
分

※
当
日
は
、
図
書
館
休
館
日
で
す
。

会
場　
セ
ル
デ
ィ
２
階
会
議
室

語
り
手　
群
読
集
団
冬
泉
響

作
品　
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
～   

    

遠
野
花
巻
鳥
獣
夜
曲
」

・
原
作　
宮
澤　
賢
治
、
柳
田　

   

国
男

・
演
出　
最
中　
五
郎

対
象　
小
学
生
以
上

※
一
般
向
け
の
内
容
で
す
。
託
児

（
要
予
約
）
も
あ
り
ま
す
。

定
員　
80
人
（
先
着
順
）

協
力　
図
書
館
朗
読
の
会
ラ
・
ヴ
・   

    

リ
、
子
育
て
応
援
団
本
庄
び
す

　
け
っ
と

申
込　
１
月
26
日
㈭
か
ら
電
話
又 

   

は
直
接
図
書
館
本
館
へ

開館時間／午前9時30分～午後6時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　10日㈫（振替休館日）
　　　　31日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス

http://www.lib.honjo.saitama.jp/

詩集 北の蜻蛉
北畑 光男 著

ターシャのかずのほん
ターシャ・テューダー 

著

群
読
集
団
冬
泉
響
　
朗
読
公
演

「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
〜
遠
野

花
巻
鳥
獣
夜
曲
」

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

図
書
館
子
ど
も
の
本
の
講
座

「
楽
し
い
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
入
門
」

―
子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ

を
伝
え
よ
う
―



　

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」

午前10時～11時
 1 月11日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 本庄子育てネットの「ママサロン」 誕生会
 1月18日㈬ リトミック（講師：小川豊子先生） たこを作ろう 親子体操（講師：立石明子先生）
 1月25日㈬ 誕生会と節分の製作 鬼のお面を作ろう おはなし広場「てんとうむし」
 ２月１日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 本庄子育てネットの「ママサロン」 節分の製作
 ２月８日㈬ 本庄子育てネットの「ママサロン」 雪合戦で遊ぼう 誕生会

日　程 内　容 会　場
 1 月16日㈪ 昔遊び 日の出児童センター
 1月23日㈪ 昔遊び 児玉つどいの広場
 ２月３日㈮ わらべうた 前原児童センター

実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

１月15日㈰ 午前９時～11時 市役所

回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００
（佐久間さんち）

午後１時～３時 市民プラザ跡地

２月５日㈰ 午前９時～11時 総合支所

１月18日㈬ 随時受付 就労継続支援 B型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育
てサロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児玉
つどいの広場」は前原児童セ
ンター）へ

ECOガイドECOガイド
エ　　コエ　　コ

22

11月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
ご協力ありがとうございます。（合計30,124㎏）
○生きびん　    3,224㎏　○その他のびん  13,636㎏　○飲料用缶　5,650㎏
○その他の缶    1,158㎏　○ペットボトル    6,456㎏

　ごみは、ちょっとした工夫と心がけで減らすことができます。ごみを減らすための３つの行動を「３Ｒ」とい
い、その１つのリユース（再使用:そのままの形で繰り返し使うこと）は、新たなごみを生み出さない生活の基本
です。ビールびん、牛乳びんなどはお店で回収した後、メーカーの工場で洗浄し何度も使用することができます。
また、牛乳パックで小物入れを、ペットボトルでおもちゃを、包装紙はブックカバーに…など、アイデア次第で
使い道は広がります。節約も兼ねて、楽しみながらリユースに取り組みましょう。

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

★前原児童センター☎�９８２０
★日の出児童センター☎�０４２０

子育て支援のお知らせ（１月〜２月上旬）

　乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。また、下表の日程で、親子
でふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申
し込みは不要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう｣）のご案内

資源ごみ回収量の報告

環境推進課 ☎�1172
環境産業課 ☎�1331(内線224）

時間　午前10時～11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」のみな
　　　   さん
※お気軽にお越しください。事前の申し込み
は不要です。

～ごみダイエットに挑戦！環境にやさしい生活はじめましょう（R
リ ユ ー ス
euse）～

～小山川クリーンセンターへのごみの自己搬入手続きについて～

集団資源回収予定表

　本庄市・児玉郡に在住する人が排出した家庭系ごみは、１回の搬入量が100kg以下については無料です。100Kg
を超過した場合、10kgごとに40円の手数料がかかります。
　市役所や総合支所で、事前に手続きをする必要はありません。
　搬入できるごみの基準等については、小山川クリーンセンター（☎�８２００）へお問い合わせください。



相　談　名 日　　時 会　　場 相　談　名 日　　時 会　　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

絵手紙教室
１月28日㈯
午前９時30分～
11時30分

勤労青少年ホーム

視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分～
３時30分

もの作りクラブ
１月27日㈮
午後１時30分～
３時30分

ボッチャ練習会
１月25日㈬
午後１時30分～
３時30分

エコーピア
理学療法士による
相談
（身体障害のある人）

１月21日㈯
午後１時～３時

市 民 相 談 ・ 県 民 相 談 　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分です。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 １月19日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 
　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律

１月11日㈬・18日㈬・25日㈬　午後１時～４時
◎２月の相談日

弁護士に
よる相談

２月８日㈬
午後１時～４時　定員＝6人(先着順)

司法書士に
よる相談

２月22日㈬　午後１時～４時
定員＝6人(先着順)

労 働 法 律 ２月15日㈬　午後１時～４時　定員＝6人(先着順)
相談員＝弁護士

不 動 産 １月４日㈬・２月１日㈬　午後１時～４時　定員＝各6人(先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 １月12日㈭・２月９日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　

税 務 １月10日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　

消 費 生 活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
１月10日㈫　午前10時～正午、午後１時～３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
１月24日㈫　午前10時～正午、午後１時～３時 市役所１階 市民相談室

家 庭 児 童
毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時～午後４時 市役所１階 児童相談室

子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時～午後４時

※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等）毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ 等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心 配 ご と
毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

１月16日㈪・２月６日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

県  　 民
（行政・法律・心配ごと相談）

毎週月～金曜日（祝日を除く）午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員

北部地域振興センター
 （熊谷地方庁舎１階）

北部地域振興センター
　　　☎048-522-6506法 　 律

※ 予 約 制
毎月第１・３・４水曜日（祝日の場合は翌日に振替）
午後１時～４時　相談員＝弁護士

交 通 事 故 毎週月～金曜日（祝日を除く）午前９時～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談員

北部地域振興センター
　　　☎048-521-7300

障害者生活支援センター『さわやか』☎� 5620・FAX � 5640

市　
　
民　
　
相　
　
談　
（
1
月
〜
２
月
）

県  

民  

相  

談

・各相談は予約制
・受付開始日は電話受付のみ
・各相談は予約制
・受付開始日は電話受付のみ
・各相談は予約制
・受付開始日は電話受付のみ
・各相談は予約制
・受付開始日は電話受付のみ

※各種相談は予約制
※２月の相談予約は、１月20日㈮から受付開始       
   （受付開始日は電話予約のみ）

23 平成24年１月１日号



内　容 対象となる人 日　時 その他

すくすく相談
(育児 ･栄養相談、計測 )

相談・計測希望の人
会場：児玉保健センター

１月19日㈭
午前９時30分～11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 ２月24日㈮
午前９時30分～11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ  これからママになる人 １月11日㈬

午前10時～正午
先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 １月21日㈯
午前９時30分～正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

栄養 これからママになる人 １月26日㈭
午前９時30分～正午

先着 12 人。事前に電話予約してく
ださい。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成23年９月生まれ（本庄地域） 1月25日㈬ 本庄市保健センター

平成23年８月～９月生まれ（児玉地域） 1月19日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９～10か月児健康相談 平成23年３月生まれ（市内全域） 1月25日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成22年６月生まれ（本庄地域） 1月23日㈪ 本庄市保健センター

平成22年５月～６月生まれ（児玉地域） 1月18日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成21年12月生まれ（市内全域） 1月24日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成20年12月生まれ（本庄地域） 1月24日㈫ 本庄市保健センター

平成20年11月～12月生まれ（児玉地域） 1月17日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時20分、★印…午後１時～１時50分

※対象者には通知します。

★本庄市保健センター☎�２００３
※お問い合わせは、午前８時30分からです。みんなのけんこうガイド

内　容 対象となる人 日　時 申　込

親子ふれあい体操

１～１歳４か月
児とその保護者

２月８日㈬　午前10時～11時30分
各回先着 15 組。１回ご
との参加もできます。
１月20日㈮から本庄市保
健センターへ予約してく

ださい。

子どものからだの発達について ２月16日㈭　午前10時～11時30分　

子どもの成長に欠かせない食事 ２月23日㈭　午前10時～午後０時30分

子どもの心やことばの育ちについて ２月28日㈫　午前10時～11時30分

24

◆コアラクラスのお知らせ
【会場】児玉保健センター



鼓膜

耳小骨
半規管

聴神経

蝸牛

外耳道 中耳 内耳

耳介

25 平成24年１月１日号

①
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
人

　
検
体
提
出
日
前
ま
で
に
申
し
込

ん
で
検
査
キ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

用
意　
受
診
券
（
持
っ
て
い
な
い

　
場
合
も
可
）

費
用　
５
０
０
円

申
込　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

　
後
５
時
15
分
ま
で
に
直
接
本
庄

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　　
骨
は
絶
え
ず
生
ま
れ
変
わ
っ
て

い
ま
す
が
、
加
齢
や
生
活
習
慣
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
骨
量
が

減
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

丈
夫
な
骨
を
保
つ
た
め
に
は
食
事

や
運
動
な
ど
が
重
要
で
す
。
自
分

の
骨
量
を
確
認
し
、
日
常
生
活
を

見
直
す
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　
２
月
８
日
㈬
～
10
日
㈮

②
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　
２
月
７
日
㈫

②
今
年
度
大
腸
が
ん
検
診
を
申
し

込
ん
で
検
査
キ
ッ
ト
を
持
っ
て
い

る
人

　
検
体
を
と
り
、
希
望
の
検
体
提

出
日
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
し
な
い
場
合
で
も
費
用
は
返
金

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

《
①
②
共
通
》

検
体
提
出
日　
１
月
18
日
㈬

会
場　
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

検
体
提
出
日　
２
月
６
日
㈪
・
７

　
日
㈫

会
場　
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
11
時

《
①
②
共
通
》

受
付
時
間　
午
後
１
時
～
２
時

対
象　
30
歳
～
70
歳
の
市
内
在
住

　
の
女
性（
昭
和
16
年
４
月
２
日
～

　
昭
和
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

内
容　
超
音
波
に
よ
る
踵か

か
と

部
の
骨

　
密
度
測
定
・
結
果
説
明
（
必
要

　
な
人
に
は
医
師
の
指
導
）

定
員　
80
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
１
月
16
日
㈪　
午
前
８
時

　
30
分
か
ら
電
話
又
は
直
接
本
庄

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

●
平
成
22
年
度
中
に
40
・
45
・
50
・

　
55
・
60
歳
に
な
っ
た
人

　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
郵
送
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
者
は
、

申
し
込
み
方
法
や
検
体
の
提
出
方

法
が
一
部
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
同
封
し
た
通
知
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

健
康
づ
く
り
講
座

『
お
肌
の
老
化
ス
ト
ッ
プ
』

　
　
　
　
　
　
　

  　

を
開
催

　
お
肌
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
や

お
手
入
れ
方
法
に
つ
い
て
専
門
家

の
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
最
新
情
報
も
満
載
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
８
日
㈭　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時

会
場　
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
佐
々
木　
恵
美
子　
先
生

内
容　
医
師
か
ら
の
講
話

対
象　
お
お
む
ね
30
歳
以
上
の
市

　
内
在
住
者

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
１
月
23
日
㈪
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
へ

耳
掃
除
と
外
傷
に
つ
い
て

　
最
も
多
い
の
は
、
耳
掃
除
の
際
、

綿
棒
や
耳
か
き
な
ど
の
器
物
で
つ

つ
い
て
生
じ
た
外
耳
道
及
び
鼓
膜

の
損
傷
で
す
。

　
通
常
、
耳
垢
は
自
然
に
入
口
ま

で
運
ば
れ
て
排
泄
さ
れ
ま
す
の
で
、

耳
掃
除
は
、
入
口
付
近
を
入
浴
後

な
ど
に
軽
く
綿
棒
で
取
り
除
く
だ

け
で
大
丈
夫
で
す
。（
時
に
、
自

然
排
泄
不
可
能
と
な
っ
た
耳
垢
栓

塞
は
、
軟
ら
か
く
す
る
薬
液
で
洗

浄
除
去
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
の

で
、
専
門
医
を
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。）

《
耳
掃
除
の
注
意
点
》

○
子
ど
も
の
掃
除
の
時

　
急
に
動
く
こ
と
を
念
頭
に
入
れ

な
が
ら
、
速
や
か
に
行
う
こ
と
。

→
嫌
が
っ
た
時
は
、
無
理
に
し
な

い
方
が
良
い
。

○
大
人
の
掃
除
の
時

　
壁
に
腕
が
当
た
っ
た
り
、
子
ど

も
が
来
て
ぶ
つ
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
ま
れ
で
は
な
い
の
で
、
周
り

の
状
況
に
留
意
す
る
こ
と
。

《
外
傷
の
症
状
》

　
耳
痛
、
耳
出
血
、
難
聴
、
耳
鳴

り
や
め
ま
い
な
ど
で
す
。（
特
に

危
険
な
の
は
、
鼓
膜
の
後
上
部
を

つ
つ
く
と
、
内
耳
障
害
を
合
併
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

　
感
染
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
外

耳
道
損
傷
や
鼓
膜
穿
孔
は
、
１
～

２
週
間
程
度
（
大
き
く
孔
が
開
い

た
も
の
は
閉
鎖
期
間
が
さ
ら
に
長

い
）
で
治
り
ま
す
。
ま
た
、
内
耳

障
害
は
、
治
る
ま
で
に
長
く
か
か

り
ま
す
。

　
耳
掃
除
の
時
は
、
く
れ
ぐ
れ
も

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

  

～
大
腸
が
ん
に
な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
～

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
お
知
ら
せ

医
療
メ
モ

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部



26

　12月11日、本庄総合公園市民球場で埼玉西武ライ
オンズの選手（牧田選手、岳野選手、梅田選手、熊
代選手）による少年野球教室が開催されました。
　参加した子どもたちは、あこがれのプロ野球選手
に直接指導をしてもらい、夢のような時間を過ごし
ました。

　「広報ほんじょうおしらせ版１月
15日号の発行はお休みします。
※次回の広報紙は２月１日号です。

　11月20日の図書館文芸講演会で、講師の宇咲冬男先生
から「十八韻順候式雪月花」〈本庄づくし『七福神』の
巻〉が披露され、額装が市に寄贈されました。宇咲先生
が、仲間と創作した十八韻の連句で、本庄の名所・旧
跡・文化・産業・小唄などを詠み込んだ貴重な作品と
なっています。（図書館本館に展示）ありがとうござい
ました。

　12月３日、前原・日の出両児童センターで、
「もちつき大会」が開催されました。子ども
たちは、昔ながらのもちつきを体験、つきた
てのお餅も食べられて大満足な様子でした。

　12月８日、浦和レッドダイヤモンズなどで活
躍した元プロサッカー選手の水内猛さんが夢先
生として共和小学校を訪れました。
　スポーツゲームや先生が夢をつかむまでの話
など、楽しい授業を受けました。

　
12
月
17
日
、
セ
ル
デ
ィ
で
「
第

５
回
塙
保
己
一
賞
表
彰
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、

大
賞
の
茂
木
幹
央
さ
ん
ほ
か
２
人
、

１
団
体
で
し
た
。

　
表
彰
式
に
続
い
て
、
宝
井
琴
梅

氏
ほ
か
に
よ
る
記
念
講
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

夢先生の特別な授業埼玉西武ライオンズの選手
　　　　　　　による少年野球教室

本庄づくし『七福神』の巻
　　　　　　　　が寄贈されました 昔ながらの「もちつき」を体験！

〜 お し ら せ 〜 第
５
回　
塙
保
己
一
賞
表
彰
式

▲力をあわせて「よいしょ！」

■
発
行
/本
庄
市

■
編
集
/本
庄
市
役
所
企
画
財
政
部
秘
書
広
報
課

〒
367-8501　

埼
玉
県
本
庄
市
本
庄
3-5-3

☎
㈹
0495-25-1111

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.honjo.lg.jp/

※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

12012 N
o

.72

休日急患診療のご案内は５ページをご覧ください。
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